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(57)【要約】
　スクリーン前面を均一にするための装置および方法が
提供される。方法は、ディスプレイに対応するフィルタ
関数を推定することと、ディスプレイから伝達される光
に対応し、フィルタ関数を介して求められる特徴の関数
として複数の発光器を選択することとを含む。複数の発
光器を備える装置が提供され、複数の発光器は、これら
複数の発光器に対応する第１の色度差と、複数の発光器
およびフィルタ関数に対応する第２の色度差とを有し、
第２の色度差は、第１の色度差よりも小さい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネルと、前記ディスプレイパネルを通して光を伝達するように構成され
た複数の発光器を備えるディスプレイにおける発光の特徴を制御する方法であって、
　前記ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の関数として前記複数の発光
器を選択するステップ
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ディスプレイパネルに対応するフィルタ関数を推定するステップをさらに含み、
　前記ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の前記関数は、前記フィルタ
関数に部分的に対応することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれごとに発光器スペクトルパワー分布データを生成するステ
ップと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされた色度データを、発光器ス
ペクトルパワー分布データおよび前記フィルタ関数の関数として生成するステップと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　フィルタリングされた色度データを生成するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれごとにフィルタリングされたスペクトルパワー分布データ
を、前記発光器スペクトルパワー分布データおよび前記フィルタ関数の関数として生成す
るステップと、
　前記フィルタリングされたスペクトルパワー分布データに対応する複数の３刺激値を推
定するステップと、
　前記複数の３刺激値から前記フィルタリングされた色度データを計算するステップと
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　ある範囲のフィルタリングされた色度データを設定するステップと、
　前記範囲内のフィルタリングされた色度データを有する前記複数の発光器を選択するス
テップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされた色度データを生成するス
テップと、
　ある範囲のフィルタリングされた色度データを設定するステップと、
　前記範囲内のフィルタリングされた色度データを有する前記複数の発光器を選択するス
テップと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記フィルタリングされた色度データを生成するのに使用する分光システムに標準化さ
れたフィルタを適用するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の発光器は、複数の固体発光器を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項９】
　前記複数の固体発光器の少なくとも２つは、大きく異なる主要波長を有する光を放出す
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るように構成されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の固体発光器の少なくとも１つは、
　青色発光ＬＥＤと、
　前記青色発光ＬＥＤから放出される光の波長を改変するように構成された蛍光発光化合
物と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記蛍光発光化合物は蛍光体を含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載のステップを実施するように構成されたことを特徴とする機器。
【請求項１３】
　コンピュータプログラム製品であって、
　コンピュータ可読プログラムコードを記憶したコンピュータ可読記憶媒体を含み、
　前記コンピュータ可読プログラムコードは、請求項１に記載の方法を実施するように構
成されることを特徴とするコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　複数の発光器を備える装置であって、
　前記複数の発光器は、前記複数の発光器間の第１の色度差と、前記複数の発光器および
フィルタ関数に対応する第２の色度差を有し、
　前記第２の色度差は、前記第１の色度差よりも小さいことを特徴とする装置。
【請求項１５】
　前記複数の発光器は、白色発光ＬＥＤおよび／または冷陰極蛍光ランプを含む
　ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記フィルタ関数に対応する光学要素をさらに備え、
　前記光学要素は、前記複数の発光器から光を受光し、前記複数の発光器および前記光学
要素の色度特性に対応するフィルタリングされた光を伝達するように構成されることを特
徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　照明器具において前記複数の発光器を支持するように構成された取付けハウジングをさ
らに備え、
　前記光学要素は照明器具用拡散板を含むことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の色度差は、前記複数の発光器の未処理の光度測定上の特徴に対応し、
　前記第２の色度差は、前記光学要素を通って放出される前記複数の発光器の光度測定上
の特徴に対応することを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　ある構成内で前記複数の発光器を支持するように構成されたバックライトユニットハウ
ジングをさらに備え、それによってバックライト照明が提供されることを特徴とする請求
項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　前記複数の発光器から光を受光し、ディスプレイの像に対応する前記受光した光を選択
的に伝達するように構成されたディスプレイをさらに備え、
　前記フィルタ関数は前記ディスプレイに対応することを特徴とする請求項１９に記載の
装置。
【請求項２１】
　バックライト照明されるディスプレイパネルにおける表示均一性を増すための方法であ
って、
　バックライト発光が透過する透過性ディスプレイコンポーネントのフィルタ関数を推定
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するステップと、
　複数の発光器について、前記フィルタ関数に対応するフィルタリングされた色度データ
を推定するステップと、
　複数の範囲の前記フィルタリングされた色度データに従って前記複数の発光器をグルー
プ化するステップと、
　前記バックライト照明されるディスプレイパネル内のバックライトユニットで使用する
前記フィルタリングされた色度データの前記複数の範囲のいくつかに従って前記発光器の
一部を選択するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　フィルタリングされた色度データを推定するステップは、前記複数の発光器に対応する
未処理のスペクトルデータに前記フィルタ関数を適用するステップを含むことを特徴とす
る請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　フィルタリングされた色度データを推定するステップは、前記フィルタ関数に対応する
フィルタを介してスペクトルデータを生成するステップを含むことを特徴とする請求項２
１に記載の方法。
【請求項２４】
　発光器の前記一部は、フィルタリングされていない色度データに対応する第１の色度範
囲と、フィルタリングされた色度データに対応する第２の色度範囲とを有し、
　前記第１の色度範囲は、前記第２の色度範囲よりも大きいことを特徴とする請求項２１
に記載の方法。
【請求項２５】
　コンピュータプログラム製品であって、
　コンピュータ可読プログラムコードを記憶したコンピュータ可読記憶媒体を含み、
　前記コンピュータ可読プログラムコードは、請求項２１に記載の方法を実施するように
構成されることを特徴とするコンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　所期の使用法に基づいて複数の発光器を選択するための機器であって、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する未処理のスペクトルデータにフィルタ関数を適
用し、前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされたスペクトルデータを
生成するように構成されたフィルタ適用モジュールと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する少なくとも１つの色度値を、前記フィルタリン
グされたスペクトルデータを用いて推定するように構成された色度モジュールと
　を備えることを特徴とする機器。
【請求項２７】
　前記複数の発光器のそれぞれに電力を提供するように構成された電力モジュールと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する前記未処理のスペクトルデータを推定するよう
に構成された分光モジュールと、
　前記複数の発光器を、前記少なくとも１つの色度値に対応する複数の値域に仕分けする
ように構成された仕分けモジュールと
　をさらに備えることを特徴とする請求項２６に記載の機器。
【請求項２８】
　透過性パネルを通して放出される光の特徴を制御する方法であって、
　前記透過性パネルの透過特性の関数および前記複数の発光器の未処理のスペクトル特性
の関数として複数の発光器を選択するステップを含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明に関し、より詳細には装置で使用される照明コンポーネントを選択するこ
とに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　パネル照明装置は、照明に関する多くの応用例に使用される。照明パネルは、例えば、
ＬＣＤディスプレイのバックライト照明ユニット（ＢＬＵ）として使用されることがある
。バックライト照明ユニットは、通常、蛍光管および／または発光ダイオード（ＬＥＤ）
など、複数の発光器を並べて配置することによって得られる。発光器を複数個使用するこ
とにより、例えば、表示出力における色および／または輝度が均一になるという重要な特
質が得られることがある。現在、複数の発光器を試験し、それぞれの出力および／または
性能に従ってグループ化し、かつ／または値域ごとにまとめて、複数の発光器間の相対的
な均一性を向上させることができる。グループ化は、例えば、１９３１年に国際照明委員
会が作成したＣＩＥ　１９３１の色空間で用いられるｘ、ｙ値などの色度値を利用して行
うことができる。このように、ｘ、ｙ座標によって各発光器を特徴付けることができる。
似たようなｘ、ｙ値を有する発光器をグループ化し、または値域ごとにまとめて一緒に扱
うことができる。しかし、似たようなｘ、ｙ座標および／または光度を有する発光器でも
、スペクトルパワー分布が大きく異なることがあり、この場合、ある装置において他のコ
ンポーネントとともに使用すると均一性に悪影響を及ぼすことがある。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明のいくつかの実施形態は、ディスプレイと、ディスプレイを通して光を伝達する
ように構成された複数の発光器を備えるディスプレイパネルにおける発光の特徴を制御す
る方法を含む。いくつかの実施形態では、発光の特徴を制御することは、ディスプレイか
ら伝達される光の均一性を改善することを含み得る。いくつかの実施形態では、表示光の
他の特徴は、本明細書で説明する方法、装置、システム、および／またはコンピュータプ
ログラム製品を介して影響することがある。例えば、いくつかの実施形態では、発光器を
選択して特定の色度性能を提供することができる。これらの方法のいくつかの実施形態は
、ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の関数として発光器を選択するこ
とを含み得る。いくつかの実施形態は、ディスプレイパネルに対応するフィルタ関数を推
定することを含み、ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の関数は、フィ
ルタ関数に部分的に対応する。
【０００４】
　いくつかの実施形態では、発光器を選択することは、各発光器ごとに発光器スペクトル
パワー分布データを生成することと、各発光器に対応するフィルタリングされた色度デー
タを、発光器スペクトルパワー分布データおよびフィルタ関数の関数として生成すること
とを含む。いくつかの実施形態では、フィルタリングされた色度データを生成することは
、各発光器ごとにフィルタリングされたスペクトルパワー分布データを、発光器スペクト
ルパワー分布データおよびフィルタ関数の関数として生成することと、フィルタリングさ
れたスペクトルパワー分布データに対応する３刺激値を推定することと、３刺激値からフ
ィルタリングされた色度データを計算することとを含む。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、発光器を選択することは、ある範囲のフィルタリングされた
色度データを設定することと、この範囲内のフィルタリングされた色度データを有する発
光器を選択することとをさらに含む。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、複数の発光器を選択することは、各発光器に対応するフィル
タリングされた色度データを生成することと、ある範囲のフィルタリングされた色度デー
タを設定することと、この範囲内のフィルタリングされた色度データを有する発光器を選
択することとを含む。いくつかの実施形態では、発光器を選択することは、フィルタリン
グされた色度データを生成するのに使用する分光システムに標準化されたフィルタを適用
することを含む。
【０００７】
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　いくつかの実施形態では、発光器は固体発光器を含む。いくつかの実施形態では、固体
発光器の少なくとも２つは、大きく異なる主要波長を有する光を放出するように構成され
る。いくつかの実施形態では、固体発光器の少なくとも１つは、青色発光ＬＥＤと、青色
発光ＬＥＤから放出される光の波長を改変するように構成された蛍光発光化合物とを含む
。いくつかの実施形態では、蛍光発光化合物は蛍光体を含む。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態は、ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴
の関数として発光器を選択するように構成された機器を含む。いくつかの実施形態は、コ
ンピュータプログラム製品を含み、コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読プ
ログラムコードを記憶したコンピュータ可読記憶媒体を含み、コンピュータ可読プログラ
ムコードは、ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の関数として発光器を
選択するように構成される。
【０００９】
　本発明のいくつかの実施形態は、複数の発光器を備える装置を含み、複数の発光器は、
これら発光器間の第１の色度差と、これらの発光器およびフィルタ関数に対応する第２の
色度差を有し、第２の色度差は第１の色度差よりも小さい。いくつかの実施形態では、発
光器は、白色発光ＬＥＤおよび／または冷陰極蛍光ランプを含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態は、フィルタ関数に対応する光学要素を備え、この光学要素は、発
光器から光を受光し、発光器および光学要素の色度特性に対応するフィルタリングされた
光を伝達するように構成される。いくつかの実施形態は、照明器具において発光器を支持
するように構成された取付けハウジングを備え、光学要素は照明器具用拡散板を含む。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、第１の色度差は、発光器の未処理の光度測定上の特徴に対応
し、第２の色度差は、光学要素から放出される発光器の光度測定上の特徴に対応する。
【００１２】
　いくつかの実施形態は、ある構成内で発光器を支持するように構成されたバックライト
ユニットハウジングを備え、それによってバックライト照明が提供される。いくつかの実
施形態は、発光器から光を受光し、ディスプレイの像に対応する受光した光を選択的に伝
達するように構成されたディスプレイを備え、フィルタ関数はディスプレイに対応する。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態は、バックライト照明されるディスプレイパネルにおける
表示均一性を増すための方法を含む。このような方法は、バックライト発光が透過する透
過性ディスプレイコンポーネントのフィルタ関数を推定することと、複数の発光器につい
て、フィルタ関数に対応するフィルタリングされた色度データを推定することとを含み得
る。方法は、複数の範囲のフィルタリングされた色度データに従って発光器をグループ化
することと、バックライト照明されるディスプレイパネル内のバックライトユニットで使
用するフィルタリングされた色度データの複数の範囲のいくつかに従って発光器の一部を
選択することとを含み得る。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、フィルタリングされた色度データを推定することは、発光器
に対応する未処理のスペクトルデータにフィルタ関数を適用することを含む。いくつかの
実施形態では、フィルタリングされた色度データを推定することは、フィルタ関数に対応
するフィルタを介してスペクトルデータを生成するステップを含む。いくつかの実施形態
では、発光器の一部は、フィルタリングされていない色度データに対応する第１の色度範
囲と、フィルタリングされた色度データに対応する第２の色度範囲とを有し、第１の色度
範囲は第２の色度範囲よりも大きい。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施形態は、コンピュータプログラム製品を含み、コンピュータプ
ログラム製品は、コンピュータ可読プログラムコードを記憶したコンピュータ可読記憶媒
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体を含み、コンピュータ可読プログラムコードは、本明細書で説明する方法を実施するよ
うに構成される。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態は、所期の使用法に基づいて複数の発光器を選択するため
の機器を含む。このような機器のいくつかの実施形態は、各発光器に対応する未処理のス
ペクトルデータにフィルタ関数を適用し、各発光器に対応するフィルタリングされたスペ
クトルデータを生成するように構成されたフィルタ適用モジュールを備える。いくつかの
実施形態は、各発光器に対応する少なくとも１つの色度値を、フィルタリングされたスペ
クトルデータを用いて推定するように構成された色度モジュールを含み得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態は、各発光器に電力を提供するように構成された電力モジュールと
、各発光器に対応する未処理のスペクトルデータを推定するように構成された分光モジュ
ールと、発光器を、少なくとも１つの色度値に対応する複数の値域に仕分けするように構
成された仕分けモジュールとを含み得る。
【００１８】
　本発明のいくつかの実施形態は、透過性パネルを通して放出される光の特徴を制御する
方法を含む。このような方法のいくつかの実施形態は、透過性パネルの透過特性の関数お
よび発光器の未処理のスペクトル特性の関数として複数の発光器を選択することを含み得
る。いくつかの実施形態では、透過性パネルを通して放出される光の特徴は、特定の色度
特徴を含み得る。いくつかの実施形態の特定の色度特徴では、特定の波長に対応して、均
一性のばらつきがあらかじめ定義されていることがある。いくつかの実施形態の特定の色
度特徴では、均一性が改善されることがある。いくつかの実施形態では、透過性パネルを
通して放出される光の特徴は、特定の光度特徴を含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　添付の図面は、本発明のさらなる理解が得られるように含められるものであり、本出願
に組み込まれ、かつ、その一部をなすものである。添付の図面は、本発明のある種の１つ
（または複数）の実施形態を示す。
【００２０】
【図１】本発明のいくつかの実施形態による、１つまたは複数の透過性コンポーネントに
光を伝達するように構成された複数の発光器を示す、側面から見た概略図である。
【図２Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、図１に示す透過性コンポーネントによる
色度のずれを示す色空間色度図である。
【図２Ｂ】本発明のいくつかの実施形態による、図１に示す透過性コンポーネントによる
色度のずれを示す色空間色度図である。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による、色度座標は同じだが、スペクトルの中身が
異なる発光器を示す色空間色度図である。
【図４Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、図４Ｂに示すフィルタ関数を適用する前
の、図３に示す点からなるスペクトルパワー分布のグラフである。
【図４Ｂ】フィルタ関数を示す図である。
【図４Ｃ】本発明のいくつかの実施形態による、図４Ｂに示すフィルタ関数を適用した後
の、図３に示す点からなるスペクトルパワー分布のグラフである。
【図５Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、発光器の色度データにフィルタ関数を適
用するためのシステムおよび／または操作を示すブロック図である。
【図５Ｂ】本発明のいくつかの実施形態による、発光器の色度データにフィルタ関数を適
用するためのシステムおよび／または操作を示すブロック図である。
【図６】本発明のいくつかの実施形態による、ディスプレイパネルにおける発光の特徴を
制御するための操作を示すブロック図である。
【図７】本発明のいくつかの実施形態による、複数の発光器を選択するための操作を示す
ブロック図である。
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【図８】本発明のいくつかの実施形態による、フィルタリングされた色度データを生成す
るための操作を示すブロック図である。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、表示均一性を増すための操作を示すブロッ
ク図である。
【図１０】本発明のいくつかの実施形態による装置の概略側面図である。
【図１１】本発明の他の実施形態による装置の概略側面図である。
【図１２】本発明の他の実施形態による装置の概略側面図である。
【図１３】本発明のいくつかの実施形態による、所期の使用法に基づいて発光器を選択す
るための機器を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を示す添付の図面を参照して、本発明の実施形態をより詳細に
説明する。ただし、本発明は、多くの異なる形態で実施することができ、本明細書に記載
の実施形態に限定されると解釈すべきではない。そうではなく、これらの実施形態は、本
開示が完全なものとなり、当業者に本発明の範囲が隅々まで伝えられるように提供される
ものである。本明細書を通じて、同様の番号は同様の要素を指す。
【００２２】
　本明細書では第１、第２などという用語が様々な要素を説明するために用いられること
があるが、これらの要素はこれらの用語によって制限されるべきでないことを理解された
い。これらの用語は、ある要素を別の要素と区別するためにのみ用いられる。例えば、本
発明の範囲を逸脱することなく、第１の要素を第２の要素と呼ぶことができ、同様に、第
２の要素を第１の要素と呼ぶことができる。本明細書では、「および／または」という用
語は、列挙された関連項目のうちの１つまたは複数の項目のありとあらゆる組合せを含む
。
【００２３】
　層、領域、または基板などの要素が別の要素の「上に」ある、または別の要素の「上ま
で」延びると書かれていれば、その要素は、直接別の要素の上にあるか、直接別の要素の
上まで延びることもあり、また、介在する要素が存在することもあることを理解されたい
。それに対して、ある要素が別の要素の「上に直接」ある、または別の要素の「上まで直
接」延びると書かれていれば、介在する要素は存在しない。また、ある要素が別の要素に
「接続」または「結合」されると書かれていれば、その要素は、別の要素に直接接続また
は結合されることもあり、また、介在する要素が存在することもあることも理解されたい
。それに対して、ある要素が別の要素に「直接接続」または「直接結合」されると書かれ
ていれば、介在する要素は存在しない。
【００２４】
　本明細書では、「下」、「上」、「上側」、「下側」、「水平」、または「垂直」など
の相対的な用語は、図に示すある要素、層、または領域と別の要素、層、または領域との
関係を記述するために用いられることがある。これらの用語は、装置の図に示す向きに加
えて、様々な向きを含むことを意図していることを理解されたい。
【００２５】
　本明細書で用いる用語は、特定の実施形態だけを説明することが目的であり、本発明を
制限することは意図していない。本明細書では、「ある」および「その」という単数形は
、文脈から明らかでない限り、複数形も含むことを意図している。本明細書で用いる「備
える」、「備えている」、「含む」、および／または「含んでいる」という用語は、そこ
に記載した特徴、完全体、工程、動作、要素、および／または構成要素が存在することを
示すが、１つまたは複数の他の特徴、完全体、工程、動作、要素、構成要素、および／ま
たはこれらの集合体が存在すること、あるいは追加されることを排除するものではないこ
とをさらに理解されたい。
【００２６】
　特に定義する場合を除いて、本明細書で用いるすべての用語は（技術的な用語および科
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学的な用語も含めて）、本発明が属する技術分野の技術者が一般に理解しているのと同じ
意味である。本明細書で用いる用語の意味は、本明細書および関連する技術分野の文脈で
の意味と一致すると解釈されるべきであり、本明細書で明示的に定義しない限り、理想化
した意味や、過度に形式化した意味に解釈しないことも理解されたい。
【００２７】
　本発明の実施形態による方法、システム、およびコンピュータプログラム製品のフロー
チャートおよび／またはブロック図を参照して、以下に本発明を説明する。フローチャー
トおよび／またはブロック図のいくつかのブロック、ならびにフローチャートおよび／ま
たはブロック図のいくつかのブロックの組合せは、コンピュータプログラムの命令によっ
て実施し得ることを理解されたい。これらのコンピュータプログラムの命令は、マイクロ
コントローラ、マイクロプロセッサ、デジタル信号処理装置（ＤＳＰ）、現場でプログラ
ム可能なゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、状態機械、プログラム可能なロジックコントローラ
（ＰＬＣ）その他の処理回路、汎用コンピュータ、特殊用途のコンピュータ、あるいは他
の例えばある機械を生成するためのプログラム可能なデータ処理装置に記憶するか、ある
いはそれらにおいて実施することができ、その結果、コンピュータその他のプログラム可
能なデータ処理装置のプロセッサによって実行されるこれらの命令により、フローチャー
トおよび／またはブロック図のブロックまたは複数のブロックにおいて指定される機能／
動作を実施する手段が生成される。
【００２８】
　これらのコンピュータプログラムの命令は、コンピュータその他のプログラム可能なデ
ータ処理装置に特定のやり方で機能するように指示することができるコンピュータ可読メ
モリに記憶してもよく、それによって、このコンピュータ可読メモリに記憶された命令に
より、フローチャートおよび／またはブロック図のブロックまたは複数のブロックにおい
て指定された機能／動作を実施する命令手段を含む製品が生成される。
【００２９】
　また、これらのコンピュータプログラムの命令をコンピュータその他のプログラム可能
なデータ処理装置にロードして、このコンピュータその他のプログラム可能な装置上で一
連の動作ステップを実施し、それによって、コンピュータにより実施される処理が生成さ
れるようにしてもよく、その結果、このコンピュータその他のプログラム可能な装置上で
実行される命令により、フローチャートおよび／またはブロック図のブロックまたは複数
のブロックにおいて指定された機能／動作を実施するステップが提供される。これらのブ
ロックに示す機能／動作は、動作説明図に記載の順序とは異なる順序で行ってもよいこと
を理解されたい。例えば、連続して示す２つのブロックは、それらに関わる機能／動作に
よっては、実際、ほぼ同時に実行してもよいし、ときには逆順で実行してもよい。これら
の図の中には、本来の通信方向を示すために通信経路に矢印をつけたものもあるが、図に
示す矢印とは反対の方向に通信してもよいことを理解されたい。
【００３０】
　ここで、図１を参照する。図１は、本発明のいくつかの実施形態による、１つまたは複
数の透過性コンポーネントに、かつ／または、それらを通して光を伝達するように構成さ
れた複数の発光器を示す、側面から見たブロック図である。複数の発光器１００は、フィ
ルタリングされていない光１０２を１つまたは複数の透過性コンポーネント１２０に向け
て放出するように構成されている。透過性コンポーネントは、本明細書で説明するように
、部分的かつ／または完全に光を透過し得るコンポーネントを含むことを理解されたい。
これらの透過性コンポーネントからフィルタリングされた光１２２が放出される。フィル
タリングされた光１２２のスペクトルの特徴は、フィルタリングされていない光１０２の
スペクトルの特徴が１つまたは複数の透過性コンポーネント１２０のフィルタリング作用
によって改変されたものである。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の透過性コン
ポーネント１２０に到達するフィルタリングされていない光１０２の一部は、部分的に反
射かつ／または散乱して共振器１２５に戻ることがある。この反射光は、さらに反射して
、フィルタリングされていない再利用光（図示せず）として透過性コンポーネント１２０
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に戻ることがあり、そのため、透過性コンポーネント１２０からのフィルタリングされた
光１２２が追加されることがある。
【００３１】
　いくつかの実施形態による発光器１００は、例えば、冷陰極蛍光ランプおよび／または
固体発光器を含み得る。固体発光器は、例えば、とりわけ白色発光ＬＥＤである。いくつ
かの実施形態では、発光器１００は、青色発光ＬＥＤを含む白色ＬＥＤランプを含むこと
があり、青色発光ＬＥＤは、それ自体から放出される光の波長を改変し得る蛍光発光化合
物で被覆されている。いくつかの実施形態では、この蛍光発光化合物は、ＬＥＤが放出す
る青色光の一部を黄色光に変換する波長変換蛍光体を含み得る。得られる光は青色光と黄
色光の混合光であり、観察者には白色に見えることがある。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、発光器１００は、固体ランプアレイを含み得る。この場合、
固体ランプの少なくとも２つは、主要波長が大きく異なる光を放出するように構成される
。いくつかの実施形態では、固体発光器アレイは、４色加法補色発光器の結合体を含み得
る。例えば、いくつかの実施形態では、固体ランプアレイは、赤、緑、青の発光デバイス
を含み得る。赤、緑、青の発光デバイスに同時に通電すると、得られる混合光は、赤、緑
、青の光源の相対強度によっては、白色またはほぼ白色に見えることがある。いくつかの
実施形態では、固体発光器アレイは、例えば、シアンおよびオレンジの発光器などの２色
補色発光器を含み得る。
【００３３】
　透過性コンポーネント１２０は、能動型および／または受動型の光透過性の材料および
／またはコンポーネントの１つまたは複数の層を含み得る。例えば、能動型の透過性コン
ポーネント１２０は、ＬＣＤディスプレイを含み得る。ＬＣＤディスプレイは、とりわけ
、ＬＣＤ型のテレビ、モニタ、ラップトップコンピュータ、および／または他の電子装置
、携帯電話、ＰＤＡ、パーソナルメディアプレーヤ、および／またはゲーム機などに通常
用いられるものを含み得る。いくつかの実施形態では、透過性コンポーネント１２０は、
とりわけ、拡散型および／または屈折型の装置を含む受動型光学素子を含み得る。ただし
、これら受動型光学素子に含まれる装置は、拡散型および／または屈折型の装置に限定さ
れるわけではない。
【００３４】
　ＬＣＤ装置の状況で論じてきたが、本明細書で論じる透過性コンポーネント１２０はそ
のように制限されているわけではない。例えば、透過性コンポーネント１２０は一般に、
表示スクリーンに光を当てるバックライトシステムとともに使用し得る光学シャッタアレ
イを含み得る。当業者にはよく知られているように、ＬＣＤディスプレイは一般に、光学
シャッタアレイとして動作するＬＣＤ装置アレイを含む。透過性ＬＣＤディスプレイは、
ＬＣＤ装置アレイの上、横、ときには背後で、例えば、とりわけ蛍光冷陰極管を使用する
バックライト照明を採用している。ＬＣＤ装置の背後で拡散パネルを使用して光を方向変
更し、かつ均一に散乱させてより均一なディスプレイを得ることができる。いくつかの実
施形態では、透過性コンポーネント１２０は、写真、絵画、および／または他の透過静止
グラフィックイメージ、とりわけ、看板、広告、および／または車両用機器の集合体の状
況で使用し得るものなどのカラー画像を含み得る。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、ＬＣＤディスプレイは、画像になるように編成し得るパター
ンを電子的に生成するのに使用される画素(pixel)群を含み得る。１つの画素は、一群の
複数の副画素(subpixel)を含むことがあり、各副画素は、フィルタと、アドレス指定可能
であり、濃度が電界によって変化するフィルタとして動作するＬＣＤ要素とを含み得る。
各副画素に対応するフィルタは、光のスペクトル帯域幅が狭くなるように構成することに
よって、白色光をそれがＬＣＤ要素に入る前に改変する。このように、バルク型面光源か
らの白色光を、離散的でアドレス指定可能な可変階調のカラー副画素にすることができる
。
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【００３６】
　均一に分布した十分な光束を得るのに発光器１００が２つ以上必要とされる応用例では
、性能特性に従って発光器１００を特徴付け、所定のグループおよび／または値域に物理
的に仕分けることがある。例えば、発光器１００間の差異を許容し得るものにするために
、色度値および／または光度値に従って発光器１００を仕分けることがある。本明細書で
説明する実施形態のいくつかは色度値の状況で示すが、色度値と同じ理由から、光度値を
用いることも適切であるが、この場合、適切さの程度は劣る。しかし、フィルタリングさ
れていない光１０２だけに基づいて発光器１００を仕分ける場合、フィルタリングされた
光１２２の色度値および／または光度値の差異は、フィルタリングされていない光１０２
の色度値および／または光度値の差異よりも大きいことがある。これは、透過性コンポー
ネント１２０のコンボルーションフィルタリングがフィルタリングされていない光１０２
のスペクトルに影響を及ぼすためである。そのため、本明細書の実施形態によれば、フィ
ルタリングされた光１２２の色度値および／または光度値に従って、発光器１００を仕分
けし、グループ化し、かつ／または値域にまとめることができる。このことについて、発
光器１００を選択し、かつ／またはグループ化する際に、透過性コンポーネント１２０の
効果を考慮することによって、ディスプレイの均一性を改善することができる。
【００３７】
　本明細書で、具体的には色度および／または光度に適用する場合、「差異」という用語
は、データ値間のばらつきを記述するのに使用し得る様々な技術、とりわけ、算術差異、
統計的分散、標準偏差、最大範囲および／または最小範囲を含めて様々な手法を含み得る
。いくつかの実施形態では、複数の発光器のそれぞれの色度および／または光度の座標と
、複数の発光器すべての色度および／または光度の座標の平均値との間の差異の最大値と
して差異を推定することができる。
【００３８】
　ここで、図２Ａおよび図２Ｂを参照する。図２Ａおよび図２Ｂは、本発明のいくつかの
実施形態による、図１に示す透過性コンポーネントによる色度のずれを示す色空間色度図
である。人間の眼は、赤、緑、青の３つの色に対応する受容体を備える。３つの数（３刺
激値）をそれぞれの色に関連づける方法を色空間と呼ぶ。ＣＩＥ　１９３１の色空間とし
て知られる数学的に定義された色空間により、色度の形式で色が定義される。輝度は、明
るさにほぼ相関する値であるＹで表すことができる。色度は、３つの３刺激値を用いて演
算し得るｘ、ｙパラメータで表現することができる。３刺激値Ｘ、Ｙ、およびＺは、赤、
緑、および青におおよそ対応する。
【００３９】
　図２Ａを参照すると、色度図１３０は、スペクトル軌跡である外側境界線を含む。図１
のフィルタリングされていない光１０２などの放出光の色度は、１対のｘ、ｙ座標の形で
特徴付けることができる。例えば、フィルタリングされていない光１０２の色度は点Ｐで
表すことができる。
【００４０】
　図２Ｂを参照すると、図１のフィルタリングされた光１２２の色度は、フィルタリング
されていない光１０２の色度と異なることがある。これは、透過性コンポーネント１２０
のフィルタリング効果によるものである。フィルタリングされた光１２２の色度値は、点
Ｐ’で示す異なる１対のｘ’、ｙ’座標の形で特徴付けることができる。このことについ
て、フィルタリングされた光１２２の色度は、フィルタリングされていない光１０２のス
ペクトルの中身と、透過性コンポーネント１２２のフィルタリング特性の両方によって決
まる。発光器が複数存在する状況では、このフィルタリング効果に対応する色度のずれは
、複数の発光器の相異なるものの間で均一でなく、また、似てさえいない可能性が高い。
【００４１】
　色度のずれが均一性でないのは、色度ｘ、ｙ値の情報の中身が限定されているせいであ
ることがある。例えば、色度ｘ、ｙ値では、相異なる発光器のスペクトルパワー分布間の
違いがわからない。
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【００４２】
　ここで図３を参照する。図３は、本発明のいくつかの実施形態による、色度座標は同じ
だが、スペクトルの中身が異なる発光器を示す色空間色度図である。色度図１３０は、点
Ｐに対応する色度ｘ、ｙ値を有する２つの発光器ＡおよびＢを単純化して表したものであ
る。図に示すように、発光器Ａは、色度（色）値Ａ１およびＡ２に関連するスペクトルパ
ワー分布帯域を有することがあり、Ａ１とＡ２を組み合わせると、Ｐに対応する色度ｘ、
ｙ値になる。発光器Ｂは、色度値Ｂ１およびＢ２に対応するスペクトル分布帯域を有し、
Ｂ１とＢ２を組み合わせると、やはりＰに対応する色度ｘ、ｙ値になる。発光器Ａおよび
Ｂのスペクトルの中身は極めて大きく異なるが、点Ｐにおける同じ色度ｘ、ｙ値によって
特徴付けられることに留意されたい。そのため、そのままの状態で見ると発光器Ａと発光
器Ｂが同じと見なされるが、それらのスペクトルの中身は大きく異なる。
【００４３】
　図３に示す現象は、光源の条件等色と呼ばれることがある。条件等色により、スペクト
ルパワー分布が異なる２つの色光源が、並べて見たときに同じ色に見える状況が説明され
る。条件等色が起こるのは、人間の眼の３つのタイプの受容体がそれぞれ広い波長範囲か
らの累積エネルギーに応答するためである。このことについて、全波長にわたって光を組
み合わせ、その結果、異なる組合せが多数できると、受容体の応答が同じになり、３刺激
値が同じになることがある。そのため、スペクトル的に異なる２つの色サンプルが視覚的
に一致することがあり、同じ色度値によって特徴付けられることがある。
【００４４】
　ここで、図４Ａおよび図４Ｃを参照する。図４Ａおよび図４Ｃは、本発明のいくつかの
実施形態による、図４Ｂに示すフィルタ関数を適用する前後の、図３に示す点からなるス
ペクトルパワー分布のグラフである。図４Ａを参照すると、図３に関して先に論じたよう
に、発光器Ａは、大きく異なる波長のところでスペクトル発光Ａ１およびＡ２を含み得る
。同様に、発光器Ｂは、互いに大きく異なり、かつスペクトル発光Ａ１およびＡ２と異な
る波長のところでスペクトル発光Ｂ１およびＢ２を含み得る。このことについて、発光器
ＡおよびＢをＰにおける同じ色度ｘ、ｙ値によって特徴付けることができるが、発光器Ａ
およびＢのスペクトルパワー分布ははっきりと異なる。
【００４５】
　図４Ｂを参照すると、例えばＬＣＤディスプレイなどの透過性コンポーネントは、光の
いくつかの波長に対応する高透過率部分１５２および光の他の波長に対応する低透過率部
分１５４を含む透過率グラフ１５０として簡略化して示すフィルタリング操作を効果的に
適用することができる。いくつかの実施形態では、このＬＣＤディスプレイは、とりわけ
、ＬＣＤセル、カラーフィルタアレイ、１つまたは複数の偏光板、および／または他の透
過性コンポーネントを含み得る。このことについて、図４Ｃに示すように、発光器Ａから
放出された光が透過性コンポーネントを通って伝達されるとき、得られる光のスペクトル
の中身は、放出された光のスペクトルの中身と実質的に同じになる。というのは、スペク
トル発光Ａ１およびＡ２のピークが、透過率グラフ１５０の高透過率部分１５２と一致す
るからである。
【００４６】
　これに対して、発光器Ｂから放出された光が透過性コンポーネントを通って伝達すると
き、スペクトル発光Ｂ１のピークは低透過率部分１５４と一致し、スペクトル発光Ｂ２の
ピークは高透過率部分１５２と一致する。Ｂ１の部分はあまり透過しないので、得られる
光のスペクトルの中身は異なり、そのため、色度値がずれる。言い換えると、Ｂ１および
Ｂ２のスペクトル発光のピークはそれぞれ低透過率部分１５４および高透過率部分１５０
に対応するので、得られる光のスペクトルの中身は、発光器Ｂから放出される光のスペク
トルの中身と異なる。そのため、この単純な例では、ＡおよびＢからのフィルタリングさ
れていない光の色度値の差が本質的にゼロであり、ＡおよびＢからのフィルタリングされ
た光の色度値の差がゼロでなく、この差が、例えばディスプレイなどの応用例における均
一性に大きく影響することがある。この点で、透過性コンポーネントによる改変の後で定
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【００４７】
　ここで、図５Ａおよび５Ｂを参照する。図５Ａおよび５Ｂは、本発明のいくつかの実施
形態による、発光器の色度データにフィルタ関数を適用するための操作を示すブロック図
である。分光システム１７０によって発光器１００を試験して、スペクトルパワー分布を
求めることができる。このスペクトルパワー分布を用いて３刺激値を推定することができ
、次いで、この３刺激値を用いて色度データを推定することができる。
【００４８】
　分光システム１７０は、発光器１００を駆動するように構成されたドライバ１７２を含
み得る。ドライバ１７２に応答して、発光器１００はフィルタリングされていない光１０
２を放出し、受光器１７４はこのフィルタリングされていない光１０２を受光することが
できる。受光器１７４は、発光器１００のスペクトルパワー分布に対応するデータ１７４
ａを生成することができる。いくつかの実施形態では、受光器１７４は、３８０ｎｍから
７８０ｎｍの概ね可視スペクトルを定義する波長にわたってある間隔でスペクトルエネル
ギーを測定するように構成し得る。いくつかの実施形態では、受光器１７４は、発光器１
００からの光のスペクトルパワー分布に対応する光源値１７４ａを提供し得る。受光器１
７４は一般に単体コンポーネントとして示されるが、いくつかの実施形態では、受光器１
７４は、未処理状態の、中間状態の、かつ／または最終状態のスペクトルパワー分布デー
タ１７４ａを受け取り、処理し、記憶し、かつ／または伝達するための複数のコンポーネ
ントを含み得る。
【００４９】
　受光器１７４によって生成されたスペクトルパワー分布データ１７４ａにフィルタ関数
１７６を適用する。いくつかの実施形態では、フィルタ関数１７６は、透過性装置のフィ
ルタリング効果を定義し、かつ／または特徴付けるのに使用し得る数式および／または数
学的な式とし得る。例えば、フィルタ関数１７６は、ＬＣＤセル、ＢＥＦおよび／または
ＤＢＥＦなどの膜、導光板（ＬＧＰ）、カラーフィルタアレイ（ＣＦＡ）、偏光板、拡散
板、および／または放出された光を透過し、かつ／または改変する他の透過性コンポーネ
ントに対応するフィルタリング効果を有し得る。いくつかの実施形態では、フィルタ関数
１７６は、離散的な波長の関数としてのスペクトル透過率として表現することができ、例
えば３８０ｎｍから７８０ｎｍまでの波長範囲に対応する複数の値を含み得る。
【００５０】
　赤、緑、および青の副画素を含むＬＣＤセルに対応するフィルタ関数１７６は、副画素
の領域および／または充填率の相対的な差異を補償するように構成し得る。例えば、１つ
の画素は、その画素面積の５０％を緑の副画素に与え、画素面積の２５％を赤および青の
副画素にそれぞれ与える。いくつかの実施形態では、副画素の重み付けは、多数の画素を
含むＬＣＤセルの広い表面全体にわたって全体的な光透過率を測定することによって説明
し得る。このようにして、単一画素の面積と等しいか、またはそれよりも大きいＬＣＤセ
ルの各領域の平均スペクトル透過率を、可視スペクトルを構成する波長の範囲全体にわた
って求めることができる。
【００５１】
　フィルタ関数１７６は、受光器１７４によって求められる光源値と、フィルタ関数１７
６との間で乗算および／またはコンボルーションを行うことによって適用することができ
、それによって、フィルタリングされたスペクトルパワー分布１７６ａが求められる。い
くつかの実施形態では、このフィルタリングされたスペクトルパワー分布は、フィルタ関
数１７６に対応する装置で使用される発光器のスクリーン前面のスペクトルパワー分布に
対応することがある。フィルタリングされていないスペクトルパワー分布データ１７４ａ
から演算され、フィルタ関数１７６を形成するフィルタリングされたスペクトルパワー分
布１７６ａは、次のように表し得る。
【００５２】
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【数１】

【００５３】
式中、ＦOSは、例えばスクリーンの前面におけるフィルタリングされた光に対応し、かつ
、３８０ｎｍから７８０ｎｍまでの波長にわたるある間隔ごとのデータを含むフィルタリ
ングされたスペクトルパワー分布１７６ａである。Ｓは、受光器が受光した光源スペクト
ルパワー分布１７４ａであり、Ｆは、光源スペクトルパワー分布に適用されるフィルタ関
数１７６である。
【００５４】
　フィルタリングされたスペクトルパワー分布１７６ａから、色度値生成器１７８によっ
て、透過性コンポーネントの状況における発光器１００に対応するフィルタリングされた
色度データを求めることができる。この色度データは、光源スペクトルパワー分布（Ｓ）
１７４ａについてのフィルタリングされたスペクトルパワー分布データ（ＦOS）１７６ａ
を３刺激値の式に代入し、フィルタリングされた３刺激値Ｘ’、Ｙ’、およびＺ’を計算
することによって推定し得る。次いで、これらのフィルタリングされた３刺激値からフィ
ルタリングされた色度値ｘ’およびｙ’を計算し得る。このようにして、スクリーン前面
および／または表示光の特徴の関数として、色度座標ｘ’、ｙ’を求めることができる。
次いで、この色度座標ｘ’、ｙ’を用いて、フィルタリングされたスペクトルパワーデー
タに従って、発光器１００を選択し、グループ化し、かつ／または値域にまとめることが
できる。
【００５５】
　図５Ｂを参照すると、分光システム１７１は、発光器１００を駆動するように構成され
たドライバ１７２を含み得る。ドライバ１７２に応答して、発光器１００は、フィルタリ
ングされていない光１０２を放出し、フィルタ要素１８０は、このフィルタリングされて
いない光１０２を受け取る。数学的かつ／または数値的なフィルタ関数を未処理データに
適用するのではなく、いくつかの実施形態では、フィルタリングされていない光１０２を
フィルタリングする物理的なフィルタ要素１８０を使用する。フィルタ要素１８０は、例
えばＬＣＤディスプレイに対応する標準化された物理的なサンプルおよび／または規格を
有することがある。この点で、フィルタ要素１８０は、発光器１００用に使用することを
意図したＬＣＤセルと、スペクトル特性に関してほぼ同じ規準参照セルと見なし得る。フ
ィルタ要素１８０と、フィルタ要素１８０に近似するＬＣＤとの差異は、数ある中でもと
りわけ、パッケージのしかたおよびサイズである。例えば、いくつかの実施形態では、フ
ィルタ要素１８０は、２５ｍｍから７５ｍｍの範囲の正方形、または、円形のフィルタ要
素１８０の場合には、同様に寸法設定された直径のものとし得る。
【００５６】
　応用例では、フィルタ要素１８０は、ＬＣＤディスプレイの物理的なフィルタリング効
果が実現される最大透明度になるように通電し得る。こうして、フィルタ関数と光源スペ
クトルデータとのコンボルーションを表すフィルタリングされた光１８２を、フィルタリ
ングされた光１８２として、受光器１７４に伝達することができる。
【００５７】
　受光器１７４は、フィルタリングされた光１８２のスペクトルパワー分布に対応するデ
ータを生成することができる。いくつかの実施形態では、受光器１７４は、３８０ｎｍか
ら７８０ｎｍまでの概ね可視スペクトルを定義する波長範囲にわたってある間隔でスペク
トルエネルギーを測定するように構成し得る。いくつかの実施形態では、受光器１７４は
、フィルタリングされた光１８２のスペクトルパワー分布に対応する値を提供するように
構成される。受光器１７４は一般に単体コンポーネントとして記述されるが、いくつかの
実施形態では、受光器１７４は、未処理状態の、中間状態の、かつ／または最終状態のス
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ペクトルパワー分布データを受け取り、処理し、仕分けし、かつ／または伝達するための
複数の別個のコンポーネント、および／または一体型のコンポーネントを含み得る。
【００５８】
　フィルタリングされたスペクトルパワー分布から、色度値生成器１７８によって、フィ
ルタリングされた発光器１８２に対応するフィルタリングされた色度データを求めること
ができる。この色度データは、光源スペクトルパワー分布（Ｓ）についてのフィルタリン
グされたスペクトルパワー分布データ（ＦOS）を周知の３刺激値の式に代入することによ
ってフィルタリングされた３刺激値Ｘ’、Ｙ’、およびＺ’を計算し、次いで、これらフ
ィルタリングされた３刺激値からフィルタリングされた色度値ｘ’、ｙ’を計算すること
によって推定し得る。このようにして、スクリーン前面および／または表示光の特徴の関
数として、色度座標ｘ’、ｙ’を求めることができる。ＣＩＥ　１９３１規格の状況で論
じてきたが、色度データは、他の色空間、例えばとりわけ、ＣＩＥ　１９７６のＬ*、ａ*

、ｂ*による色空間、および／または、ＣＩＥ　１９７６のｕ’ｖ’による色空間で表現
してもよい。次いで、フィルタリングされた色度値ｘ’、ｙ’に従って、発光器１００を
選択し、グループ化し、かつ／または値域にまとめることができる。
【００５９】
　ここで図６を参照する。図６は、本発明のいくつかの実施形態による、ディスプレイパ
ネルにおける発光の特徴を制御するための操作を示すブロック図である。いくつかの実施
形態では、発光の特徴を制御することは、ディスプレイから伝達される光の均一性を改善
することを含み得る。いくつかの実施形態では、発光の特徴を制御することは、本明細書
で説明する方法、機器、システム、および／またはコンピュータプログラム製品を介して
影響を受けることがある表示光の特定色度変動および／または不均一性の他の特徴を提供
することを含み得る。いくつかの実施形態は、透過性パネルの透過特性の関数および発光
器の未処理スペクトル特性の関数として複数の発光器を選択することを含む。いくつかの
実施形態では、任意選択で、ディスプレイに対応するフィルタ関数を推定し得る（ブロッ
ク２１０）。いくつかの実施形態では、フィルタ関数を推定することは、ディスプレイパ
ネルの所期の使用時よりも前にディスプレイパネルを測定することを含み得る。このフィ
ルタ関数は、ディスプレイおよび／またはその内部の任意の透過性コンポーネントを通し
て光が伝達されたときに、受光した光のスペクトルパワー分布を改変する方法に対応する
データを含み得る。例えば、フィルタ関数は、とりわけ、可視スペクトル内の波長のある
間隔ごとの値に対応するスペクトル透過率などのデータを含み得る。ディスプレイパネル
は、様々な透過性コンポーネントおよび／または選択的に透過性のコンポーネントの任意
の組合せを含み得る。例えば、ディスプレイパネルは、とりわけ、ＬＣＤセル、カラーフ
ィルタアレイ、ＢＥＦ膜および／またはＤＢＥＦ膜、導光パネル（ＬＧＰ）、１つまたは
複数の偏光板、および／または他の透過性コンポーネントを含み得る。いくつかの実施形
態では、ディスプレイは、液晶モジュール（ＬＣＭ）および／またはバックライトユニッ
ト（ＢＬＵ）を含み得る。
【００６０】
　発光器は、ディスプレイパネルから放出される光の関数として(as a function)選択さ
れる（ブロック２１２）。いくつかの実施形態では、ディスプレイパネルに対応するフィ
ルタ関数に基づいて発光器を選択することができる。このような実施形態では、発光器を
選択する際に、フィルタリングされていない発光器に対応するスペクトルデータも使用し
得る。いくつかの実施形態では、発光器を選択することは、各発光器に対応するフィルタ
リングされた色度データを生成することを含み得る。いくつかの実施形態では、このフィ
ルタリングされた色度データを生成するのに使用する分光システムに標準化されたフィル
タを適用することによってフィルタリングされた色度データを生成し得る。いくつかの実
施形態では、この標準化されたフィルタはフィルタ関数に対応する。発光器を選択するこ
とは、ある範囲のフィルタリングされた色度データを定め、このフィルタリングされた色
度データの範囲内で発光器を選択することも含み得る。
【００６１】
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　いくつかの実施形態では、発光器は固体発光器を含み得る。固体発光器は、例えば、波
長変換蛍光体コーティングを備えた青色発光ＬＥＤおよび／または赤、緑、黄、シアン、
オレンジ、および／または青に対応する主要波長を有する光を放出するように構成された
ＬＥＤ群など、白色発光器を含み得る。いくつかの実施形態では、発光器は、冷陰極蛍光
ランプとし得る。ディスプレイから放出される光の関数として発光器を選択することによ
って、スクリーン前面の均一性を増すことができる。
【００６２】
　ここで図７を参照する。図７は、本発明のいくつかの実施形態による、図６に関して先
に論じた複数の発光器を選択するための操作を示すブロック図である。発光器を選択する
こと（ブロック２１２）は、各発光器に対応する未処理のスペクトルパワー分布データを
生成すること（ブロック２２０）を含み得る。未処理の色度データは、発光器を駆動し、
放出された光を受光するように構成された分光装置を使用することによって生成し得る。
放出された光は、例えば、可視スペクトル全体にわたるスペクトルパワー分布の形で特徴
付けることができる。
【００６３】
　未処理スペクトルデータを生成した後で、フィルタリングされた色度データを生成し得
る（ブロック２２２）。ここで図８を参照する。図８は、本発明のいくつかの実施形態に
よる、図７に関して先に論じたフィルタリングされた色度データを生成する（ブロック２
２２）ための操作を示すブロック図である。発光器についてフィルタリングされたスペク
トルパワー分布データを生成する（ブロック２３０）。いくつかの実施形態では、未処理
のスペクトルパワー分布データとフィルタ関数との間でコンボルーションおよび／または
乗算を行って、フィルタ、ディスプレイ、および／または透過性コンポーネントを通して
伝達された光に対応するスペクトルパワー分布データを数値的に推定することによって、
フィルタリングされたスペクトルパワー分布データを生成し得る。このフィルタリングさ
れたスペクトルパワー分布データを用いて、フィルタリングされた光の３刺激値Ｘ’、Ｙ
’、およびＺ’を推定することができる（ブロック２３２）。フィルタリングされた３刺
激値Ｘ’、Ｙ’、およびＺ’を用いて、フィルタ、ディスプレイ、および／または透過性
コンポーネントを通して伝達された光の色度に対応するフィルタリングされた色度データ
を計算することができる（ブロック２３４）。例えば、色度値ｘ’、ｙ’は、フィルタリ
ングされた３刺激値Ｘ’、Ｙ’、およびＺ’を用いて計算することができる。このように
して、発光器の特性および発光器が使用される装置のフィルタリングの特徴に従って発光
器をグループ化し、かつ／または値域にまとめることができる。
【００６４】
　ここで図９を参照する。図９は、本発明のいくつかの実施形態による、表示均一性を増
すための操作を示すブロック図である。少なくとも１つの透過性ディスプレイコンポーネ
ントのフィルタ関数を推定する（ブロック２４０）。いくつかの実施形態では、このフィ
ルタ関数は、例えば、可視スペクトルの波長全体にわたってある間隔ごとに推定すること
ができる。例えば、フィルタ関数は、３８０ｎｍから７８０ｎｍまでの波長範囲における
ある間隔に対応するアレイとして表現することができる。必要に応じて、スペクトルデー
タにおける粒度を増減するために、アレイ要素の数を変化させることがある。例えば、い
くつかの実施形態では、このアレイは、３８０ｎｍから７８０ｎｍまで０．５ｎｍステッ
プおきに要素を含み得る。いくつかの実施形態では、このアレイは、３８０ｎｍから７８
０ｎｍまで１．０ｎｍステップおきに要素を含み得る。
【００６５】
　複数の発光器のそれぞれについて、フィルタリングされた色度データを推定される（ブ
ロック２４２）。いくつかの実施形態では、フィルタリングされた色度データは、フィル
タ関数に対応するフィルタを介してスペクトルデータを生成することを含み得る。いくつ
かの実施形態では、フィルタリングされた色度データは、発光器に対応する未処理のスペ
クトルデータにフィルタ関数を数値的かつ／または数学的に適用することを含み得る。
【００６６】
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　このフィルタリングされた色度データに従って発光器をグループ化することができる（
ブロック２４４）。例えば、定められた範囲内および／または値域内のフィルタリングさ
れた色度データを有する発光器を合わせてグループ化して、ディスプレイコンポーネント
を通して伝達される光の均一性を改善することができる。あるグループおよび／または値
域に対応する発光器の一部を選択して、バックライト照明されるディスプレイパネルのバ
ックライトユニットで使用する（ブロック２４６）。バックライトユニットの状況で示し
たが、本明細書で開示する方法は、エッジ照明型ディスプレイおよびその中で使用される
エッジ照明ユニットにも適用可能である。
【００６７】
　図１に戻り、本明細書で開示する装置が含み得る複数の発光器１００は、これら複数の
発光器から放出されるフィルタリングされていない光１０２の色度差に対応する第１の色
度差を有する。これら複数の発光器は、フィルタリングされた光１２２の色度差に対応し
、そのため、第１の色度差よりも小さい第２の色度差も有し得る。いくつかの実施形態で
は、装置は、フィルタ関数に対応する光学要素１２０を含むことがあり、光学要素１２０
は、フィルタリングされていない光１０２を受光する。光学要素１２０は、フィルタリン
グされていない光１０２およびこの光学要素の色度および／またはスペクトル特性に対応
するフィルタリングされた光１２２を伝達するようにも構成し得る。
【００６８】
　ここで図１０を参照する。図１０は、本発明のいくつかの実施形態による装置の概略側
面図である。複数の発光器１００は、バックライトユニットハウジング１２４および／ま
たはその構成要素によって支持し得る。いくつかの実施形態では、バックライトユニット
ハウジング１２４は、追加の光学的なコンポーネントおよび非光学なコンポーネントを含
み得る。例えば、バックライトユニットハウジング１２４は、１つまたは複数の拡散板お
よび／または反射板および／またはこのようなコンポーネントを載置するための構造上の
特徴を含み得る。
【００６９】
　ここで図１１を参照する。図１１は、本発明の他の実施形態による装置の概略側面図で
ある。いくつかの実施形態は、照明器具において複数の発光器１００を支持するように構
成された取付けハウジング１２８および／またはその構成要素を含み得る。いくつかの実
施形態では、光学要素は照明拡散板１２６を含む。
【００７０】
　ここで図１２を参照する。図１２は、本発明の他の実施形態による装置の概略図である
。いくつかの実施形態は、輸送中、保管中、および／または取出し中に複数の発光器１０
０を支持するように構成された支持／保持構造１２９を含む。例えば、支持／保持構造１
２９は、複数の発光器１００を受け入れ、支持し、保管し、かつ／または取り出すように
構成されたテープおよび／またはリールを含み得る。このことについて、フィルタリング
された色度に従って選択され、グループ化され、かつ／または値域にまとめられた複数の
発光器は、市販するのに有利なパッケージ状態で提供することができる。いくつかの実施
形態では、支持／保持構造１２９は、使用前の複数の発光器１００が載置される高剛性か
つ／または可撓性のプリント回路基板（ＰＣＢ）ストリップを含み得る。
【００７１】
　ここで図１３を参照する。図１３は、本発明のいくつかの実施形態による、所期の使用
法に基づいて発光器を選択するための機器を示すブロック図である。選択機器２６０は、
複数の発光器のそれぞれに対応する未処理のスペクトルデータにフィルタ関数を適用する
ように構成されたフィルタ適用モジュール２６２を備える。このフィルタ関数は、放出光
を通過させて伝達し得る１つまたは複数の透過性コンポーネントに対応し得る。これら１
つまたは複数の透過性コンポーネントは、これら発光器の所期の使用法に対応し得る。こ
うすると、フィルタ適用モジュール２６２は、各発光器に対応するフィルタリングされた
スペクトルデータを生成するように構成し得る。
【００７２】
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　選択機器２６０は、各発光器に対応する色度値を推定するように構成された色度モジュ
ール２６４を含み得る。これらの色度値は、フィルタ適用モジュールによって生成される
フィルタリングされたスペクトルデータを用いて求めることができる。
【００７３】
　選択機器２６０のいくつかの実施形態は、任意選択で、各発光器に電力を提供するよう
に構成された電力モジュール２６６を含み得る。いくつかの実施形態では、この電力モジ
ュールは、ある範囲の電力レベル全体にわたって電力を提供するように構成し得る。
【００７４】
　選択機器２６０は、任意選択で、各発光器に対応する未処理のスペクトルデータを推定
するように構成された分光モジュール２６８を含み得る。この未処理スペクトルデータか
ら、フィルタ適用モジュール２６２によって、フィルタリングされた色スペクトルデータ
を推定することができる。選択機器２６０は、任意選択で、発光器を仕分けして、色度モ
ジュール２６４で生成し得る色度値に対応する複数の値域および／またはグループにする
ように構成された仕分けモジュール２７０を含み得る。
【００７５】
　図面および明細書では、本発明の典型的な実施形態を開示した。特定の用語を用いたが
、これらの用語は、総称的かつ説明的な意味でのみ用いたものであり、限定することを意
図するものではない。本発明の範囲は、以下の特許請求の範囲に記載する。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月14日(2010.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネルと、前記ディスプレイパネルを通して光を伝達するように構成され
た複数の発光器を備えるディスプレイにおける発光の特徴を制御する方法であって、
　前記ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の関数として前記複数の発光
器を選択するステップ
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ディスプレイパネルに対応するフィルタ関数を推定するステップをさらに含み、
　前記ディスプレイパネルから伝達される光に対応する特徴の前記関数は、前記フィルタ
関数に部分的に対応することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれごとに発光器スペクトルパワー分布データを生成するステ
ップと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされた色度データを、発光器ス
ペクトルパワー分布データおよび前記フィルタ関数の関数として生成するステップと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　フィルタリングされた色度データを生成するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれごとにフィルタリングされたスペクトルパワー分布データ
を、前記発光器スペクトルパワー分布データおよび前記フィルタ関数の関数として生成す
るステップと、
　前記フィルタリングされたスペクトルパワー分布データに対応する複数の３刺激値を推
定するステップと、
　前記複数の３刺激値から前記フィルタリングされた色度データを計算するステップと
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　ある範囲のフィルタリングされた色度データを設定するステップと、
　前記範囲内のフィルタリングされた色度データを有する前記複数の発光器を選択するス
テップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされた色度データを生成するス
テップと、
　ある範囲のフィルタリングされた色度データを設定するステップと、
　前記範囲内のフィルタリングされた色度データを有する前記複数の発光器を選択するス
テップと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の発光器を選択するステップは、
　前記フィルタリングされた色度データを生成するのに使用する分光システムに標準化さ
れたフィルタを適用するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の発光器は、複数の固体発光器を含み、前記複数の固体発光器の少なくとも２
つは、大きく異なる主要波長を有する光を放出するように構成されることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　複数の発光器を備える装置であって、
　前記複数の発光器は、前記複数の発光器間の第１の色度差と、前記複数の発光器および
フィルタ関数に対応する第２の色度差を有し、
　前記第２の色度差は、前記第１の色度差よりも小さいことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　前記複数の発光器は、白色発光ＬＥＤおよび／または冷陰極蛍光ランプを含むことを特
徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記フィルタ関数に対応する光学要素をさらに備え、
　前記光学要素は、前記複数の発光器から光を受光し、前記複数の発光器および前記光学
要素の色度特性に対応するフィルタリングされた光を伝達するように構成されることを特
徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　照明器具において前記複数の発光器を支持するように構成された取付けハウジングをさ
らに備え、前記光学要素は照明器具用拡散板を含むことを特徴とする請求項１１に記載の
装置。
【請求項１３】
　前記第１の色度差は、前記複数の発光器の未処理の光度測定上の特徴に対応し、前記第
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２の色度差は、前記光学要素を通って放出される前記複数の発光器の光度測定上の特徴に
対応することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　ある構成内で前記複数の発光器を支持するように構成されたバックライトユニットハウ
ジングをさらに備え、それによってバックライト照明が提供されることを特徴とする請求
項９に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数の発光器から光を受光し、ディスプレイの像に対応する前記受光した光を選択
的に伝達するように構成されたディスプレイをさらに備え、前記フィルタ関数は前記ディ
スプレイに対応することを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　所期の使用法に基づいて複数の発光器を選択するための機器であって、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する未処理のスペクトルデータにフィルタ関数を適
用し、前記複数の発光器のそれぞれに対応するフィルタリングされたスペクトルデータを
生成するように構成されたフィルタ適用モジュールと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する少なくとも１つの色度値を、前記フィルタリン
グされたスペクトルデータを用いて推定するように構成された色度モジュールと
　を備えることを特徴とする機器。
【請求項１７】
　前記複数の発光器のそれぞれに電力を提供するように構成された電力モジュールと、
　前記複数の発光器のそれぞれに対応する前記未処理のスペクトルデータを推定するよう
に構成された分光モジュールと、
　前記複数の発光器を、前記少なくとも１つの色度値に対応する複数の値域に仕分けする
ように構成された仕分けモジュールとをさらに備えることを特徴とする請求項１６に記載
の機器。
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